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◆
懸
賞
論
文

【
優
秀
賞
∥
賞
金
５
万
円
】

▽
パ
ク
・
ビ
ョ
ン
ウ
ク

（
商
４
）
「
韓
国
の
企
業

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
証
券
市

場
の
評
価
」
▽
平
倉
直
人

（
法
３
）
「
政
府
・
与
党

の
一
元
化
に
つ
い
て
」
▽

福
田
洋
佑
（
文
４
）
「
社

会
学
的
見
地
か
ら
み
た
吃

音
者
｜
吃
音
者
と
生
音
者

の
相
互
行
為
と
『
声
の
規

範
』
に
着
目
し
て
｜
」

【
佳
作
∥
同
２
万
円
】

▽
大
野
佑
太
（
文
３
）

「
〈
記
憶
〉
と
〈
場
所
〉

の
因
果
律
｜
現
代
の
�
文

化
遺
産
�
を
め
ぐ
る
社
会

意
識
の
研
究
｜
」
▽
黒
田

昭
弘
（
文
５
）
「
社
会
的

企
業
に
よ
る
ホ
ー
ム
レ
ス

自
立
支
援
の
実
効
性
と
課

題
」
▽

山
亮
人
（
経
済

４
）
「P

h
a
s
e
d

D
e
p
o
s

i
t
I
n
s
u
r
a
n
c
e
s
y
s
t

e
m
,
a
n
d

N
a
r
r
o
w

B
a

n
k
i
n
g
s
y
s
t
e
m

～F
o
r

s
t
a
b
i
l
i
z
a
t
i
o
n
o
f

B
a
n
k
i
n
g

～
」
▽
篠
亮

太
（
商
４
）「
国
際
分
散
投

資
の
有
用
性
」
▽
後
藤
季

恵
（
文
３
）「
日
本
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
広
ま
り
～
ロ

リ
ー
タ
が
海
外
へ
～
」

◇

◆
文
芸
作
品

【
鳳
賞
∥
賞
金
２０
万
円
】

▽
宮
川
知
子（
文
４
）「
水

槽
」

【
優
秀
賞
∥
賞
金
５
万
円
】

▽
有
賀
拓
郎（
文
４
）「
さ

て
」
▽
峯
岸
と
も
よ
（
文

４
）
「
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
の

恋
」▽
富
樫
綾
子（
文
４
）

「
花
火
ま
で
あ
と
す
こ
し
」

【
佳
作
∥
賞
金
２
万
円
】

▽
志
賀
安
希
布
（
経
済

４
）
「
友
達
」
▽
矢
野
友

美
子
（
文
４
）
「
ふ
か
い

さ
ん
、」
▽
野
田
了
成
（
文

３
）
「
臆
病
な
ウ
サ
ギ
、

優
し
い
オ
オ
カ
ミ
」
▽
村

上
裕
代
（
文
１
）
「
今
を

追
い
か
け
て
」
▽
佐
藤
美

香
（
二
部
法
１
）
「
七
日

間
組
曲
」

学
生
部
で
は
、
海
外
で
の

調
査
旅
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど

個
人
・
団
体
で
の
国
際
交
流

を
目
的
と
し
た
国
際
奨

励
生
を
年
２
回
募
集
し

て
い
る
。
２
０
１
０
年

度
の
「
後
期
」
海
外
研

修
・
国
際
交
流
奨
励
生

に
２
人
と
１
組
が
決
ま

っ
た
。

奨
励
生
の
氏
名
、
渡
航

先
、
期
間
、
目
的
は
次
の
通

り
。

▽
狩
野
歩
夢
さ
ん
（
経
済

２
）
∥
ル
ワ
ン
ダ
、
３
月
１

～
１４
日
、
ル
ワ
ン
ダ
の
現
状

・
支
援
調
査

▽
竹
田
美
弥
さ
ん
（
経
済

２
）
・
渡
辺
奈
緒
美
さ
ん

（
同
）
∥
ア
メ
リ
カ
、
２
月

１５
～
２８
日
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
難
病
児
短
期
施
設

「G
i
v
e
K
i
d
s
T
h
e
W
o
r

l
d

」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
藤
盛
麻
耶
さ
ん
（
法
３
）

∥
ア
メ
リ
カ
、
２
月
９
～
１７

日
、
コ
ロ
ラ
ド
州
に
お
け
る

銃
規
制
お
よ
び
教
育
環
境
に

関
す
る
意
識
調
査

学
生
部
で
は
、
多
く
の
応

募
を
期
待
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
。

※
下
段
に
「
前
期
」
奨
励
生

と
し
て
貴
重
な
海
外
体
験
を

積
ん
だ
２
人
の
体
験
記
を
掲

載
し
て
い
る
。

学
生
部
の
「
２
０
１
０
年
度
懸

賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
入
賞
者
が
決
ま
り
１２
月
６

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。
文
芸
部
門
で
鳳
賞

に
輝
い
た
宮
川
知
子
さ
ん（
文
４
）

の
受
賞
作
品
は
「
水
槽
」
。
入
賞

者
に
は
阿
藤
正
道
学
生
部
長
か
ら

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

文
芸
部
門
審
査
委
員
長
の
小
林

恭
二
文
学
部
教
授
は
、
宮
川
さ
ん

の
作
品
に
つ
い
て
「
審
査
員
全
員

が
最
高
点
を
付
け
た
。
群
を
抜
く

で
き
映
え
で
、
学
生
作
品
で
は
最

高
の
作
品
と
言
っ
て
も
よ
い
」
と

高
く
評
価
し
た
。

本
格
的
に
小
説
を
書
き
始
め
た

の
は
本
学
に
入
学
し
て
か
ら
と
言

う
宮
川
さ
ん
は
「
最
初
に
読
者
を

惹
き
付
け
る
設
定
を
考
え
、
伝
え

た
い
こ
と
、
共
感
し
て
ほ
し
い
こ

と
を
書
き
込
ん
で
い
く
」と
語
る
。

受
賞
作
は
、
ど
こ
の
家
庭
に
で

も
起
こ
り
う
る
お
そ
ろ
し
い
現
実

を
、
寓
話
の
手
法
を
用
い
て
表
現

し
て
い
る
。

「
こ
の
賞
を
取
る
こ
と
が
夢
だ

っ
た
の
で
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
。
書
き
終
わ
っ
た
直
後
に
今
ま

で
に
な
い
手
応
え
を
感
じ
た
作
品

だ
っ
た
の
で
、
喜
び
も
ひ
と
し
お

で
す
。
就
職
し
て
も
小
説
は
書
き

続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
喜
び
と

と
も
に
抱
負
を
語
っ
た
。

今
年
度
の
応
募
件
数
と
入
賞
作

品
件
数
は
懸
賞
論
文
が
２７
件
で
最

優
秀
賞
・
該
当
者
な
し
、
優
秀
賞

３
件
、
佳
作
５
件
。
文
芸
作
品
が

３９
点
で
最
優
秀
賞〔
鳳
賞
〕１
件
、

優
秀
賞
３
件
、
佳
作
５
件
。

学
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

分
野
で
優
れ
た
成
績
を
収
め

た
学
生
を
奨
励
す
る
「
自
己

啓
発
奨
学
生
」
に
、
昨
年
８

月
２９
日
に
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ａ

国
際
電
卓
協
会
主
催
に
よ
る

２
０
１
０
国
際
電
卓
技
能
全

国
大
会
（
高
校
生
以
上
の

部
）
「
さ
ん
す
う
電
卓
競

技
」
で
日
本
一
、
「
読
上
暗

算
競
技
」
で
準
優
勝
し
、
大

会
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
遠
藤

志
穂
美
さ
ん
（
文
１
）
が
選

ば
れ
、
１
月
２８
日
、
阿
藤
正

道
学
生
部
長
か
ら
奨
学
金
が

授
与
さ
れ
た
∥
写
真
。

昨
夏
、
海
外
研
修
・
国
際
交
流

奨
励
制
度
を
利
用
し
、
ネ
パ
ー
ル

の
カ
エ
ラ
ハ
ニ
ー
ル
に
３
週
間
滞

在
し
ま
し
た
。
現
地
で
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
が
お
も
な
目
的
で

す
。カ

エ
ラ
ハ
ニ
ー
ル
は
、
首
都
カ

ト
マ
ン
ズ
か
ら
車
で
１０
時
間
北
上

し
た
と
こ
ろ
。
所
属
し
て
い
る
団

体
主
催
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
参
加

メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
日
本

人
１１
人
と
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
に
い
る
と
き
か
ら
考
え
て

い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ネ
パ
ー
ル

で
運
動
会
」
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
交
流
が
で

き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

会
場
は
小
学
校
。
私
は
集
客
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
人
も

日
本
人
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
集
客
を
考
え
ま
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
運
動
会

を
す
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
、
絵

を
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
も
持
っ
て
街

中
を
１
週
間
練
り
歩
き
ま
し
た
。

現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
８０
人

集
ま
れ
ば
い
い
方
だ
と
言
わ
れ
て

い
た
中
、
３
歳
か
ら
７０
代
ま
で
１

２
０
人
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
。大

会
当
日
、
実
際
に
や
り
方
を

見
せ
る
こ
と
で
大
縄
跳
び
や
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
ド
リ
ブ
ル
リ
レ
ー
を

し
ま
し
た
。

参
加
賞
は
、
１２
人
で
折
り
続
け

た
「
折
り
紙
メ
ダ
ル
」
。
１
２
０

個
の
メ
ダ
ル
が
現
地
の
人
た
ち
の

胸
元
に
光
る
の
を
見
て
、
本
当
に

誇
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
日
本
人
も
ネ

パ
ー
ル
人
も
笑
顔
だ
っ
た
こ
と
が

一
番
う
れ
し
く
、
達
成
感
を
感
じ

ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
、
勇
気
が
あ
れ
ば
、
誰
と
だ
っ

て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
に
よ
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
生
み
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
は

今
回
の
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
自

分
の
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
前
期
海
外
研
修
・
国
際
交
流
奨
励
生
と
し
て
海
外
に
わ

た
っ
た
２
人
の
学
生
の
体
験
記
を
紹
介
す
る
。

昨
年
９
月
、
中
国
の
南
西
部
・

雲
南
省
を
訪
ね
ま
し
た
。
今
夏
の

自
分
た
ち
で
企
画
す
る
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
の
事
前
視
察
と
調
査
を
目

的
に
チ
ベ
ッ
ト
族
の
子
ど
も
た
ち

が
通
う
小
学
校
の
訪
問
や
日
本
語

交
流
会
へ
の
参
加
、
専
門
高
等
学

校
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
族
の
子
ど
も
た
ち
が

通
う
小
中
甸
鎮
中
心
小
学
校
は
雲

南
省
の
省
都
、
昆
明
か
ら
バ
ス
で

北
へ
１２
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

８
８
７
人
が
通
っ
て
い
ま
す
。

副
校
長
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
目
的
で
し
た
が
、
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
が
、
私
の
手
を
強
く

握
り
し
め
「
国
と
国
を
越
え
る
交

流
の
た
め
に
こ
こ
ま
で
来
て
く
れ

て
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
１３
億
人
の
中
国
人
を
ひ
と
く

く
り
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

だ
と
、
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
族
の
人
々
の
思
い
や

日
本
語
を
必
死
に
勉
強
す
る
学
生

た
ち
、
少
数
民
族
の
文
化
、
満
天

の
星
空
、
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う

な
絶
景
…
…
。
今
回
の
渡
航
目
的

は
「
伝
え
た
い
モ
ノ
を
見
つ
け
て

く
る
」こ
と
で
も
あ
り
、そ
れ
は
十

分
に
見
つ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

交
流
を
柱
と
し
た
国
際
理
解
・

平
和
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な
る
魅
力

的
な
ツ
ア
ー
が
実
現
で
き
る
と
感

じ
ま
し
た
。

以
前
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
不
幸
せ
と
い
う

の
は
、
人
か
ら
愛
さ
れ
な
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
。
そ
う
考
え
る

と
、
い
ま
の
中
国
は
不
幸
せ
な
国

の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
私

は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
国

の
文
化
や
、
価
値
観
を
理
解
せ
ず

に
メ
デ
ィ
ア
か
ら
入
っ
て
く
る
情

報
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
お
か
し

い
。
一
度
で
い
い
か
ら
実
際
に
足

を
運
ん
で
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
い
う
、
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
た
企
画
を
実

現
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
い
。
私

の
旅
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

５５～～９９面面

国
と
国
を
越
え
る
交
流

文
芸
・
鳳
賞
に
宮
川
知
子
さ
ん

チ
ベ
ッ
ト
族
の
小
学
校
へ

専修大学には「社会知性の開発」を実践的にサポートするシステムがそろっている。さまざまな支援、機会を活用して自分の可能性を広げよう

受験生特集

▲ 文芸部門の鳳賞を獲得、

表彰される宮川さん

▲ 左端が鈴木さん

鈴
木

俊
良
（
経
済
３
）

充充実実ののササポポーートトシシスステテムムでで可可能能性性をを広広げげよようう
ココンンテテスストト・・奨奨励励・・奨奨学学生生制制度度・・国国際際交交流流ププロロググララムム

（
敬
称
略
）

折
り
紙
メ
ダ
ル
光
っ
た

ネ
パ
ー
ル
で
運
動
会

「

後

期

」
海

外

研

修
・

国
際
交
流
奨
励
生
決
ま
る

▲ 「ナマステー」笑顔の中村さん（左端）

中
村

梨
乃
（
商
３
）

自
己
啓
発
奨
学
生
に
遠
藤
志
穂
美
さ
ん

▲ 左から渡辺さん、竹田さん、狩

野さん。写真下は藤盛さん

第４８５号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）２月８日（５）


